
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

中心経営体

17経営体 a a1,7541,139計

　他の集落と比較すると10年後の担い手は確保されており、土地改良事業の実施により効率的な生産が可能となっ
た。今後は共同利用施設の維持管理が必要となってくる。

注：「課題」欄には、「現状」を基に話合いを通じて提示された課題を記載してください。

農業者
（氏名・名称）

現状

経営作目

属性

経営面積 10年後の意向

今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　認定農業者を中心とした中心経営体17経営体が担っていく。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定又は不明の農業者の耕作面積の合計

（備考）

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における70歳以上の農業者の耕作面積の合計

直近の更新年月日

令和4年3月30日平成28年3月31日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

登立・中地区（京の島集落）

市町村名

上天草市

1,794a

1,018a

107a

67a

1,754a

/耕地面積

57%

6%

4%

98%


